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日程 時間 場所 出題数
1回目 2019年10月9日（水） 9時00分〜10時30分 スポーツ学部B館305教室 108問（一般科目54問、専門科目54問）









































め ら れ な か っ た． 一 般 科 目 合 計 正 答 率［ χ2 （2） 
=1.85, n.s.］，専門科目合計正答率［χ2 （2） =0.37, 




章［χ2 （2） =3.47, n.s.］，２章［χ2 （2） =1.15, n.s.］，
３ 章［ χ2 （2） =0.11, n.s.］， ４ 章［ χ2 （2） =0.22, 
n.s.］， ５ 章［ χ2 （2） =0.79, n.s.］， ６ 章［ χ2 （2） 
=1.12, n.s.］，７章［χ2 （2） =1.68, n.s.］，８章［χ2 （2） 
=0.78, n.s.］（Table6）．同様に専門科目の領域別にお
ける各時期の正答率においても全ての領域で有意な差
は認められなかった．１章［χ2 （2） =1.32, n.s.］，２
章［χ2 （2） =0.36, n.s.］，３章［χ2 （2） =0.21, n.s.］，
４ 章［ χ2 （2） =2.01, n.s.］， ５ 章［ χ2 （2） =1.07, 
n.s.］（Table7）．
  また，各時期における一般科目の領域別の正答率に
有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た． １ 回 目［ χ2 （2） 
=2.03, n.s.］，２回目［χ2 （2） =6.97, n.s.］，３回目［χ
2 （2） =2.90, n.s.］（Table8）．さらに，専門科目にお
いても各時期における領域別の正答率に有意な差は認
められなかった．１回目［χ2 （2） =4.92, n.s.］，２回































1回目 2回目 3回目 df χ 2 p
一般科目合計 44.1（23.8/54） 56.9（30.7/54） 52.4（47.2/90） 2 1.85 n.s.
専門科目合計 43.1（23.3/54） 45.7（24.7/54） 47.4（42.7/90） 2 0.37 n.s.
両科目総合計 43.6（47.1/108） 51.3（55.4/108） 49.9（89.9/180） 2 1.49 n.s.
平均正答率（平均正答数／出題数）
Table5 一般科目および専門科目の合計ならびに両科目の総合計における各時期の結果
1回目 2回目 3回目 df χ 2 p
1章 23.3（0.7/3） 93.3（2.8/3） 36.0（1.8/5） 2 3.47 n.s.
2章 44.4（4.0/9） 72.2（6.5/9） 46.7（7.0/15） 2 1.15 n.s.
3章 28.3（1.7/6） 36.7（2.2/6） 38.0（3.8/10） 2 0.11 n.s.
4章 55.0（3.3/6） 46.7（2.8/6） 45.0（4.5/10） 2 0.22 n.s.
5章 42.2（3.8/9） 38.9（3.5/9） 60.0（9.0/15） 2 0.79 n.s.
6章 61.1（5.5/9） 80.0（7.2/9） 62.0（9.3/15） 2 1.12 n.s.
7章 35.6（3.2/9） 52.2（4.7/9） 56.7（8.5/15） 2 1.68 n.s.
8章 56.7（1.7/3） 33.3（1.0/3） 64.0（3.2/5） 2 0.78 n.s.
平均正答率（平均正答数／出題数）
Table6 一般科目の領域別における各時期の結果
1回目 2回目 3回目 df χ 2 p
1章 93.3（2.8/3） 93.3（2.8/3） 70.0（3.5/5） 2 1.32 n.s.
2章 41.7（10.0/24） 49.2（11.8/24） 47.5（19.0/40） 2 0.36 n.s.
3章 33.3（5.0/15） 38.0（5.7/15） 39.2（9.8/25） 2 0.21 n.s.
4章 53.3（3.2/6） 20.0（1.2/6） 48.0（4.8/10） 2 2.01 n.s.





























































1章 2章 3章 4章 5章 6章 7章 8章 df χ 2 p
1回目 23.3（0.7/3） 0.44（4.0/9） 28.3（1.7/6） 55.0（3.3/6） 42.2（3.8/9） 61.1（5.5/9） 35.6（3.2/9） 56.7（1.7/3） 7 2.03 n.s.
2回目 93.3（2.8/3） 72.2（6.5/9） 36.7（2.2/6） 46.7（2.8/6） 38.9（3.5/9） 80.0（7.2/9） 52.2（4.7/9） 33.3（1.0/3） 7 6.97 n.s.
3回目 36.0（1.8/5） 46.7（7.0/15） 38.0（3.8/10） 45.0（4.5/10） 60.0（9.0/15） 62.0（9.3/15） 56.7（8.5/15） 64.0（3.2/5） 7 2.90 n.s.
平均正答率（平均正答数／出題数）
Table8 各時期における一般科目の領域別の結果
1章 2章 3章 4章 5章 df χ 2 p
1回目 93.3（2.8/3） 41.7（10.0/24） 33.3（5.0/15） 53.3（3.2/6） 38.3（2.3/6） 4 4.92 n.s.
2回目 93.3（2.8/3） 49.2（11.8/24） 38.0（5.7/15） 20.0（1.2/6） 53.3（3.2/6） 4 6.00 n.s.
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